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安全上のご注意

「安全上のご注意」では、本機をご使用になる人や他の人々への危害や財産の損害を未然に防止す

るために、守っていただきたい事項を記載してあります。

お子様がお使いになるときは、保護者の方が取扱説明書をよくお読みになり、正しい使いかたを

ご指導ください。

記載内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を以下のように説明し

ています。

次の表示の区分は、表示内容を守らず誤った使用をした場合に生じる危機や損害の程度を説明し

ています。

＊1：重傷とは、失明やけが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るもの、お

よび治療に入院や長期の通院を要するものをさします。

＊2：傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど（高温・低温）・感電などをさし

ます。

＊3：物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットなどにかかわる拡大損害をさします。

次の表示区分は、お守りいただく内容を説明しています。

危険 

警告 

“取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷＊1を負うことがあり、か
つその切迫の度合いが高いこと”を示します。
“取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷＊1を負うことが想定され
ること”を示します。

注意 “取り扱いを誤った場合、使用者が傷害＊2を負うことが想定されるか、また
は物的損害＊3の発生が想定されること”を示します。

禁止（してはいけないこと）を示します。
禁　止

分解してはいけないことを示す記号です。
分解禁止

ぬれた手で扱ってはいけないことを示す記

号です。
ぬれ手禁止

強制（必ず実行していただくこと）を示し

ます。
指　示

水がかかる場所で使用したり、水にぬらし

たりしてはいけないことを示す記号です。
水ぬれ禁止

火気に近づけてはいけないことを示す記号

です。
火気禁止

電源プラグをコンセントから抜いていただ

くことを示す記号です。
プラグをコンセ
ントから抜く
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免責事項について

・地震・雷・風水害などの自然災害および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の
事故、お客さまの故意・過失・誤用・その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、
当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

・本製品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（情報内容の変化・消失、事業利益の損

失、事業の中断など）に関して、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

・取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は責任を負いかねますのであ

らかじめご了承ください。

・当社指定外の接続機器、ソフトウェアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関し

て、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

・本製品の故障・修理・その他取扱いによって、撮影した画像データやダウンロードされたデー

タなどが変化または消失することがありますが、これらのデータの修復により生じた損害・逸

失利益に関して、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

・お客さまご自身で登録された情報内容は、故障や障害の原因にかかわらず保証いたしかねます。

情報内容の変化・消失に伴う損害を最小限にするために、重要な内容は別にメモを取るなどを

して保管してくださるようお願いいたします。
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落下させる、投げつけるなど
強い衝撃を与えないでくださ
い。
破裂・発熱・発火・漏液・故障の
原因となります。

屋外で雷鳴が聞こえたときは
使用しないでください。
落雷・感電のおそれがあります。

分解や改造・お客様による修
理をしないでください。
故障・発火・感電・傷害の原因と
なります。万一、改造などにより
電話機・車両などに不具合が生じ
ても弊社では一切の責任を負いか
ねます。PHSの改造は電波法違反
になります。

専用の周辺機器をご使用くだ
さい。
発熱・発火・破裂・故障・漏液の
原因となります。

・電池パック（BTW023T）
・ＡＣアダプタ（ACW023T）
・卓上ホルダー（CGW023T）

高温になる場所（火のそば、
ストーブのそば、炎天下など）
での使用や放置はしないでく
ださい。
発火・破裂・故障・火災の原因と
なります。

電子レンジや高圧容器などの
中に入れないでください。
発火・破裂・故障・火災の原因と
なります。

火の中に投入したり、加熱し
たりしないでください。
発火・破裂・火災の原因となりま
す。

充電端子やその他接続端子を
ショートさせないでください。
また、充電端子やその他接続
端子に導電性異物（金属片・
鉛筆の芯など）が触れたり、
内部に入れたりしないように
してください。
火災や故障の原因になる場合があ
ります。

ガソリンスタンドなど、引火
性ガスが発生する場所に立ち
入る場合は、必ず事前に電話
機の電源をお切りください。
また、充電もしないでくださ
い。
ガスに引火するおそれがあり、火
災の原因となります。

ACアダプタをコンセントに差
し込む場合、電源プラグに金
属製のストラップやアクセサ
リーなどを接触させないでく
ださい。
火災・感電・傷害・故障の原因と
なります。

カメラのレンズに直射日光な
どを長時間あてないようにし
てください。
レンズの集光作用により、発火・
破裂・火災の原因となります。

火気禁止

禁　止

指　示

危険 

火気禁止

火気禁止

禁　止

禁　止

共通（電話機本体・電池パック・ACアダプ
タ・イヤホンマイク）

禁　止

分解禁止

必ず下記の危険事項をお読
みになってからご使用くだ
さい。

警告 
必ず下記の警告事項をお読
みになってからご使用くだ
さい。

指　示

指　示



直射日光のあたる場所や高温
になるところ（自動車内など）、
極端に低温になるところ、湿
気やほこりの多いところに保
管しないでください。
発熱・発火・変形・故障する原因
となります。

ぐらついた台の上や傾いたと
ころなど、不安定な場所に置
かないでください。
落下してけがや破損の原因となり
ます。また、衝撃などにも十分ご
注意ください。バイブレータ設定
中は特にご注意ください。

乳幼児の手の届く場所には置
かないでください。
誤って飲み込んで窒息するなど、
傷害の原因となる場合があります。

使用中に煙が出たり、異臭や
異音、過剰な発熱などの異常
が起きたときはすぐに使用を
やめてください。
充電中であれば、充電用機器のAC
アダプタをコンセントから抜き、
熱くないことを確認してから電源
を切り、電池パックを外して、ウ
ィルコムサービスセンターもしく
は東芝ＰＨＳカスタマーデスクま
でご連絡ください。また、落下し
たり、水などにぬれたりして破損
した場合もそのまま使用せず、ウ
ィルコムサービスセンターもしく
は東芝ＰＨＳカスタマーデスクま
でご連絡ください。
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水などの液体をかけたり、風
呂場など湿気の多い場所での
使用、またはぬれた手での使
用は絶対しないでください。
感電や電子回路のショート、腐食
による故障の原因となります。（雨
天・降雪中・海岸・水辺などでの
使用は特にご注意ください。また、
身につけている場合は汗による湿
気にもご注意ください。）万一、液
体がかかってしまった場合には直
ちに電源プラグを抜いてください。
水濡れや湿気による故障は保証外
となり、修理できません。

充電端子やその他接続端子に
手や指など身体の一部が触れ
ないようにしてください。
感電・傷害・故障の原因となる場
合があります。

落下などによって破損し、電
話機本体の内部が露出した場
合、露出部に手を触れないで
ください。
感電したり、破損部でけがをした
りすることがあります。ウィルコ
ムサービスセンターもしくは東芝
ＰＨＳカスタマーデスクまでご連
絡ください。

所定の充電時間を超えても充
電が完了しない場合は、充電
をやめてください。
漏液・発熱・破裂・発火の原因と
なります。

禁　止

水ぬれ禁止

ぬれ手禁止

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

指　示

注意 
必ず下記の注意事項をお読
みになってからご使用くだ
さい。
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外部から電源が供給されてい
る状態の電話機本体・電池パ
ック・ACアダプタに長時間、
触れないでください。
低温やけどの原因となる場合があ
ります。

電池パックのフタを外したま
ま使用しないでください。

コンセントや配線機器の定格
を超える使いかたはしないで
ください。
たこ足配線などで定格を超えると、
発熱による火災の原因となります。

金属製のストラップを使用さ
れている場合は、充電の際に
電池パックの端子や卓上ホル
ダーの端子、特にコンセント
などに触れないように十分注
意してください。
感電・発火・傷害・故障の原因と
なります。

外部接続端子やメモリカード
スロット、イヤホンマイク端
子に液体・金属片・燃えやす
いものなどの異物を入れない
でください。
火災・感電・故障の原因となりま
す。外部接続端子やイヤホンマイ
ク端子を使用しないときは、ほこ
りなどが入らないようにキャップ
をはめてください。また、メモリ
カードスロットのキャップも開け
たままにしないでください。

腐食性の薬品のそばや腐食性
ガスの発生する場所に置かな
いでください。
故障・内部データの消失の原因と
なります。

外部接続端子やイヤホンマイ
ク端子などに外部機器やイヤ
ホンマイクなどを接続すると
きは、各端子に対してコネク
タをまっすぐに抜き差しして
ください。また、正しい方向
で抜き差ししてください。
破損・故障の原因となります。

禁　止 禁　止

指　示

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止
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自動車、オートバイ、自転車
運転中にPHSを使用しないで
ください。
交通事故の原因となります。
自動車、オートバイ、自転車運転
中のＰＨＳの使用も法律などで罰
せられる場合があります。

航空機内でのPHSの使用は法
律で禁止されています。電源
をお切りください。

植込み型心臓ペースメーカーお
よび植込み型除細動器や医用電
気機器のお近くでPHSを使用
される場合は、電波によりそれ
らの装置・機器に影響を与える
おそれがありますので、次のこ
とを守ってください。
1．植込み型心臓ペースメーカーお

よび植込み型除細動器を装着さ
れている方は、PHSを植込み
型心臓ペースメーカーなどの装
着部から22cm以上離して携
行および使用してください。

2．満員電車の中など混雑した場
所では、付近に植込み型心臓
ペースメーカーおよび植込み
型除細動器を装着している方
がいる可能性がありますので、
PHSの電源を切るよう心がけ
てください。

3．医療機関の屋内では次のこと
に注意してご使用ください。
・手 術 室 ・ 集 中 治 療 室
（ICU）・冠状動脈疾患監視
病室（CCU）にはPHSを持
ち込まないでください。

・病棟内では、PHSの電源を
お切りください。

・ロビーなどであっても付近
に医用電気機器がある場合
はPHSの電源をお切りくだ
さい。

・医療機関が個々に使用禁
止・持ち込み禁止などの場
所を定めている場合は、そ
の医療機関の指示に従って
ください。

4．医療機関の外で植込み型心臓
ペースメーカーおよび植込み型
除細動器以外の医用電気機器を
使用される場合（自宅療養など）
は、電波による影響について個
別に医療用電気機器メーカーな
どにご確認ください。

高精度な電子機器の近くでは
電話機本体の電源をお切りく
ださい。
電子機器に影響を与える場合があり
ます。（影響を与えるおそれがある
機器の例：心臓ペースメーカー・補
聴器・その他医療用電子機器・火災
報知機・自動ドアなど。医療用電子
機器をお使いの場合は機器メーカー
または販売者に電波による影響につ
いてご確認ください。）

ごくまれに強い光の刺激を受
けたり点滅を繰り返す画面を
見ていたりすると、一時的に
筋肉の痙攣や意識の喪失など
の症状を起こす方がいます。
こうした経験のある方は、事前に医
師と相談してください。

指　示

指　示

指　示

指　示

電話機本体について

禁　止

警告 
必ず下記の警告事項をお読
みになってからご使用くだ
さい。
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皮膚に異常を感じたときは直ちに使用を止め、皮膚科専門医へご相談ください。
長時間使用した場合やお客様の体質・体調によっては、かゆみ・かぶれ・湿疹などを生
じる場合があります。本製品には、以下に記載の材料の使用や表面処理を施しています。

通話・メール・インターネッ
ト・撮影・ゲーム・音楽を聴
くときなどは周囲の安全を確
認してください。
転倒・交通事故の原因となります。

ハンドストラップやイヤホン
のコードなどを持って振りま
わさないでください。
けがなどの事故や破損の原因とな
ります。

赤外線ポートを目に向けて送
信しないでください。
目に影響を与える可能性がありま
す。また、その他赤外線装置に向
けて送信すると誤動作するなどの
影響を与えることがあります。

自動車内で使用する場合、ま
れに車載電子機器に影響を与
える場合があります。
安全走行を損なうおそれがありま
すので、その場合は使用しないで
ください。

キャッシュカード・フロッピー
ディスク・クレジットカー
ド・テレホンカードなどの磁
気を帯びたものを近づけたり、
はさんだりしないでください。
記録内容が消失される場合があり
ます。

禁　止

禁　止

禁　止

指　示

指　示

禁　止

注意 
必ず下記の注意事項をお読
みになってからご使用くだ
さい。

使用材料使用箇所

外装ケース（ディスプレイパネル側）

外装ケース（ヒンジ取り付け側）

外装ケース（10キー取り付け側）

外装ケース（バッテリー取り付け側）

外装ケース（電池蓋）

ファンクションキー

10キー

外装ケース（リアケースインナー）

ヒンジ

ヒンジストッパー

ねじ隠しシートL・R

赤外線ポートレンズ

ねじ

マクロ撮影切り替えスイッチ

キーロックスイッチ

充電端子

PC樹脂

PC樹脂

ステンレス

ポリエステル系エラス
トマー樹脂

PETシート

アクリル樹脂

鉄

POM樹脂

りん青銅

表面処理

UV硬化塗装処理
シルク印刷

－

UV硬化塗装処理

－

－

－

三価クロメートメッキ

－

ニッケルメッキ

●電話機本体
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電池パックはリチウムイオン電池です。

指　示

通常はイヤホンマイク端子の
キャップ・外部接続端子のキ
ャップ・メモリカードスロッ
トのキャップを閉めた状態で
使用してください。
キャップを閉めずに使用すると、
ほこり・水などが入り故障の原因
となります。

スライド開閉時に髪の毛や指、
充電コード、ハンドストラッ
プなどをはさみ込まないよう
ご注意ください。
はさみ込んだ状態で無理に外そう
としたり、スライドさせたりする
と、傷害や破損の原因になります。

心臓の弱い方は、着信バイブ
レータ（振動）や着信音量の
設定にご注意ください。
驚いたりして、心臓に影響を与え
るおそれがあります。

レシーバー、スピーカー部の
吸着物にご注意ください。レ
シーバー、スピーカー部には
磁石を使用しているため、画
びょうやピン、カッターの刃、
ホチキス針などの金属が付着
し、思わぬけがをすることが
あります。
ご使用の際、レシーバー、スピー
カー部に異物がないか確かめてく
ださい。

microSDカードを挿入すると
きや取り出すときに、急に指
を離すとカードが飛び出すこ
とがあります。
顔などを近づけないでください。特
に小さなお子様には触らせないでく
ださい。けがの原因となります。

指　示

指　示

指　示

指　示

指　示

釘をさしたり、ハンマーで叩
いたり、踏み付けたりしない
でください。
発火や破損の原因となります。

持ち運ぶ際や保管するときは、
金属片（ネックレスやヘアピ
ンなど）などと接続端子が触
れないようにしてください。
ショートによる火災や故障の原因
となる場合があります。

分解・改造をしたり、直接ハ
ンダ付けをしないでください。
電池内部の液が飛び出し、目に入
ったりして失明などの事故や発
熱・発火・破裂の原因となります。

禁　止

電池パックについて

禁　止

禁　止

危険 
誤った取扱いをすると、発
熱・漏液・破裂のおそれが
あり危険です。
必ず下記の危険事項をお読
みになってからご使用くだ
さい。

00

microSDカードのデータ書き
込み中や読み出し中に、振動
や衝撃を与えたり、引き抜い
たり、電話機の電源を切った
りしないでください。
データの消失・故障の原因となり
ます。
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指定以外の電源電圧では使用
しないでください。
発火、火災や感電などの原因とな
ります。ACアダプタはAC100V
に対応しております。日本国内で
ご使用になる場合は、家庭用
AC100Vでお使いください。また、
海外旅行用変圧器を使用しての充
電は行わないでください。

電源プラグはコンセントに根
元まで確実に差し込んでくだ
さい。
差し込みが不完全だと、感電や発
熱・発火による火災の原因となり
ます。

電源コードを傷つけたり、加
工したり、ねじったり、引っ
張ったり、重いものを載せた
りしないでください。また、
傷んだコードは使用しないで
ください。
感電・ショート・火災の原因とな
ります。

雷が鳴り出したら電源プラグ
に触れないでください。
落雷による感電などの原因となり
ます。

ACアダプタのプラグにほこり
が付着しているときは、コン
セントから抜き、ふき取って
ください。
そのまま放置すると、火災の原因
となります。

電池パックをぬらさないでく
ださい。
電池パックに水、海水、ペットの尿
などの液体が入ると発熱・破損・発
火・感電・故障の原因となります。
誤って水などに落としたときは、直
ちに電源を切り、電池パックを外し
てウィルコムサービスセンターもし
くは東芝ＰＨＳカスタマーデスクま
でご連絡ください。また、ぬれた電
池パックは充電しないでください。

液漏れして皮膚や衣服に付着
した場合は、傷害を起こすお
それがありますので直ちに水
で洗い流してください。
また、目に入った場合は失明のお
それがありますのでこすらずに水
で洗ったあと直ちに医師の診断を
受けてください。
機器に付着した場合は、液に直接
触れないで拭き取ってください。

破損や液漏れした電池パック
を使用しないでください。
液漏れや異臭がするときは直ちに
火気から遠ざけてください。漏れ
た液に引火し、発火・破裂の原因
となります。

充電機器について

指　示

禁　止

禁　止

禁　止

指　示

指　示

禁　止

警告 
誤った取扱いをすると、発
熱・発火・感電などのおそ
れがあります。
必ず下記の警告事項をお読
みになってからご使用くだ
さい。

禁　止
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プラグをコンセ
ントから抜く

ぬれ手禁止

お手入れをするときは、ACア
ダプタのプラグをコンセント
から抜いてください。
抜かないでお手入れをすると、感
電や回路のショートの原因となり
ます。

車載機器などは、運転操作や
エアーバッグなどの安全装置
の妨げにならない位置に設
置・配置してください。
交通事故の原因となります。車載
機器の取扱説明書に従って設置し
てください。

水やペットの尿など液体がか
からない場所で使用してくだ
さい。
発熱・火災・感電、回路のショー
トによる故障などの原因となりま
す。万一、液体がかかってしまっ
た場合には直ちに電源プラグを抜
いてください。

卓上ホルダーを車内で使用し
ないでください。
落下・運転の妨げにより事故の原
因となります。卓上ホルダーは室
内の安定した場所での使用を前提
としています。

長時間使用しない場合は、電
源プラグをコンセントから抜
いてください。
感電・火災・故障の原因となりま
す。

充電は安定した場所で行って
ください。傾いたところやぐ
らついた台などに置くと、落
下してけがや破損の原因とな
ります。また、布や布団をか
ぶせたり、包んだりしないで
ください。
火災・故障の原因となります。

ACアダプタのプラグを抜くと
きは、プラグを持って抜いて
ください。
コードを引っ張るとコードが損傷
するおそれがあります。

ぬれた手でACアダプタを抜き
差ししないでください。
感電・故障の原因となります。

電話機本体から電池パックを
外した状態で、ACアダプタを
差したまま放置しないでくだ
さい。
発火・感電の原因となります。

指　示

指　示

水ぬれ禁止

プラグをコンセン
トから抜く

プラグをコンセ
ントから抜く

注意 
誤った取扱いをすると、発
熱・発火・感電・故障・物
的損害などのおそれがあり
ます。
必ず下記の注意事項をお読
みになってからご使用くだ
さい。

禁　止

禁　止

イヤホンマイクについて

警告 
必ず下記の警告事項をお読
みになってからご使用くだ
さい。

自動車や自転車などの運転中
や歩きながらのゲームや音楽
再生などには使用しないでく
ださい。
事故の原因となります。

禁　止



取扱い上のお願い

共通（電話機本体・電池パック・
充電用機器・イヤホンマイク）

無理な力がかかるとディスプレイや内部の基板な
どが破損し故障の原因となりますので、ズボンや
スカートのポケットに入れたまま座ったり、カバ
ンなどの中で重いものの下になったりしないよう
にしてください。特に開いた状態でカバンの中に
入れないでください。外部に損傷がなくても保証
の対象外となります。

極端な高温・低温・多湿の場所では使用しない
でください。（周囲温度5℃～35℃、湿度
35%～85%の範囲内でご使用ください。）

ほこりや振動の多い場所では使用しないでくだ
さい。

電源端子・充電端子をときどき乾いた綿棒など
で掃除してください。汚れていると接触不良の
原因となることがあります。また、このとき強
い力を加えて電源端子を変形させないでくださ
い。

汚れた場合は柔らかい布で乾拭きしてくださ
い。ベンジン・シンナー・アルコール・洗剤な
どを用いると外装や文字が変質するおそれがあ
りますので使用しないでください。

一般電話・テレビ・ラジオなどをお使いになっ
ている近くで使用すると、影響を与える場合が
ありますので、離れてご使用ください。

通話中や充電中など、温かくなることがありま
すが異常ではありません。

電池パックを取り外す時は、電話機の電源を切
ってください。電源を切らずに電池パックを取
り外すと、保存されたデータが変化・消失する
おそれがあります。
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皮膚に異常を感じたときは直
ちに使用を止め、皮膚科専門
医へご相談ください。
長時間使用した場合やお客様の体
質・体調によっては、かゆみ・か
ぶれ・湿疹などを生じるおそれが
あります。

指　示

知っておいてください

本機の電池パックを取り付ける部分には、リ
セットボタンがあります。リセットボタンは、
正常に電源を切ることができなくなったとき
など、特別な場合に使用するボタンです。誤
ってリセットボタンを押すと、データの一部
が破損したり消去されることがありますので、
ご注意ください。

必ず下記の注意事項をお読
みになってからご使用くだ
さい。

ゲームや音楽再生などをする
場合は、適度な音量に調節し
てください。
音量が大きすぎたり、長時間連続
して使用したりすると難聴の原因
となります。適度な音量であって
も、長時間の使用によっては、難
聴になるおそれがあります。また、
音量を上げすぎると外部の音が聞
こえにくくなり、踏切や横断歩道
などで交通事故の原因となります。

指　示

注意 
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電話機本体に電池パックを取付ける際は、コー
ドの向きを確認し正しい向きで行ってくださ
い。誤って取り付けると、破損・故障の原因と
なります。うまく取り付けられない場合は、無
理に取り付けず、取扱説明書（P.36）を確認
してから取付けなおしてください。

電話機本体に充電用機器を接続する際は、充電
機器のコネクタの形状を確認し正しい向きで行
ってください。誤って接続すると、破損・故障
の原因となります。うまく接続できない場合は、
無理に接続せず、取扱説明書（P.38）を確認
してから接続しなおしてください。

公共の場所でご使用の際には、周りの方の迷惑
にならないようにご注意ください。

電話機本体を開くときやご使用中は、スライ
ド部に無理な力が加わらないようにしてくだ
さい。振り回したりそらしたりして電話機本
体に無理な力が加わると故障や破損の原因とな
ります。

長時間同じ画像を表示させているとディスプレ
イに残像が発生することがありますが故障では
ありません。残像発生防止と消費電力節約のた
め、節電画面の設定を短い時間にすることをお
すすめします。

ディスプレイやキーのある面にシールなどを
貼らないでください。電話機本体を閉じたと
きキーなどが押されるなどして誤動作したり、
閉じた状態でのキー操作ができなくなること
があります。また、電話機が損傷するおそれ
があります。

寒い屋外から急に暖かい室内に移動した場合
には、電話機内部に水滴がつくことがありま
す（結露といいます）。また、エアコンの吹き
出し口などに置くと、急激な温度変化により
結露する場合があります。結露が発生すると
内部が腐食し、故障の原因になりますのでご
注意ください。

microSDカードを安全に正しくご使用してい
ただくために、使用される前にmicroSDカー
ドの取扱説明書をよくお読みになり十分に理
解してください。

受話音声をお聞きになるときは、受話口が耳
の中央にあたるようにしてお使いください。
受話口（音声穴）が耳周囲にふさがれて音声
が聞きづらくなる場合があります。

電話機本体について

電話機本体（電池パックを取り外した背面）に
貼ってある製造番号の印刷されたシールは、お
客様の電話機が電波法および電気通信事業法に
より許可されたものであることを証明するもの
ですので、はがさないでください。

電話機に登録されたアドレス帳・データフォル
ダ・Eメール・ライトメールなどの内容は、事
故や故障・修理、その他取扱いによって変化・
消失する場合があります。大切な内容は必ず控
えをお取りください。万一内容が変化・消失し
た場合の損害および逸失利益につきましては、
当社では一切の責任は負いかねますので、あら
かじめご了承ください。

電話機に保存されたメールやダウンロードした
データ（有料・無料は問わない）などは、機種
変更・故障修理などによる電話機の交換の際に
引き継ぐことはできませんので、あらかじめご
了承ください。

電話機で使用しているディスプレイは、非常に
高度な技術で作られていますが、一部に点灯し
ないドット（点）や常時点灯するドット（点）
が存在することがあります。これらは故障では
ありませんので、あらかじめご了承ください。

強く押す・たたくなど、故意に強い衝撃をディ
スプレイに与えないでください。傷や破損の原
因となります。



電池パックについて

夏期、閉めきった車内に放置するなど極端な
高温や低温環境では、電池パックの容量が低
下し、ご利用できる時間が短くなります。ま
た、電池寿命も短くなります。できるだけ常
温でご利用ください。

長期間ご使用にならない場合には、電話機本体
から取り外して高温多湿を避けて保管してくだ
さい。

電池パックには寿命があります。充電しても機
能が回復しない場合は寿命ですので、指定の新
しい電池パックをご購入ください。なお、寿命
は使用状態などによって異なります。

環境保護と資源の有効利用をはかるため、寿命
となった電池パックの回収にご協力ください。
お近くのモバイル・リサイクル・ネットワーク
のマークのあるお店にお持ちいただくか、回収
を行っている市町村の指示に従ってください。

初めてお使いのときや、長時間ご使用にならな
かったときは、ご使用前に充電してください。

電池パックを取り外すときは、後方の両側面を
つまんで本体から取り出してください。無理な
力を加えたりすると、傷害、故障、破損の原因
になります。
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W-SIM（ウィルコムシム）について

正しく取り付けてください。正しく取り付けら
れていないとW-SIM（ウィルコムシム）を利
用することができません。
本体にW-SIMを取り付けたり取り外したりす
るときは、必ず電源を切ってください。マイク
ロUSBケーブルを接続している場合は、ケー
ブルを本体から外してください。本体の動作中
にW-SIMの取り付け、取り外しを行うと、故
障や動作不良の原因となります。

電池残量が少ない状態でのW-SIMの取り付け、
取り外しをしないでください。故障や動作不良
の原因となります。

端子面に触れたり、水にぬらしたり、汚したり
しないでください。

曲げたり、折ったりしないでください。

長時間お使いになったあと、取り外したW-
SIM（ウィルコムシム）が温かくなっている場
合がありますが故障ではありません。

静電気や電気的ノイズの発生しやすい場所での
使用や保管は避けてください。

乳幼児の手の届く場所には置かないでくださ
い。誤って飲み込むと窒息、けがの原因となり
ます。

腐食性の薬品の近くや腐食性ガスの発生する場
所に置かないでください。故障、内部データの
消失の原因となります。

ACアダプタについて

ご使用にならないときは、ACアダプタのプラ
グをコンセントから抜いてください。

ACアダプタの電源コードをアダプタ本体や卓
上ホルダーに巻きつけないでください。感電、
発熱、火災の原因となります。

ACアダプタのプラグやコネクタと電源コード
の接続部を無理に曲げたりしないでください。
感電、発熱、火災の原因となります。



充電用機器について

ご使用にならないときは、充電用機器の電源プ
ラグをコンセントから外してください。

充電中に周囲の温度が高すぎたり低すぎたりす
ると、保護機能がはたらいて充電が停止し、フ
ル充電できないことがあります。周囲の温度が
5 ℃～35 ℃の場所にしばらく置くと、充電を
再開します。

WS023T本体の充電端子、卓上ホルダーの充
電端子はときどき乾いた綿棒などで掃除してく
ださい。汚れていると接触不良の原因となるこ
とがあります。
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ご使用中のデータについて

WS023Tに保存したデータ、アドレス帳、W-
SIM（ウィルコムシム）に保存したアドレス帳
はパソコンや他のメディアにバックアップして
ください。
W-SIM（ウィルコムシム）の破損などにより、
保存したデータが消失したことによる損害につ
いて、当社では一切の責任を負いかねますので
あらかじめご了承ください。

著作権等の設定されたデータは、WS023T本
体から外への移動ができない場合があります。

暗証番号について

［お買い上げ時］

■1234

暗証番号を必ずご確認ください。お買い上げ時
には「1234」が設定されています。お客様
が必要に応じて暗証番号を変更することができ
ます（→P.214）。
暗証番号は秘密保持および、誤操作防止のため
に使用される大切な番号です。番号をお忘れに
ならないようご注意ください。万一お忘れにな
った場合は、本機とウィルコムの申込書の控え、
または契約内容確認書類と身分証明書（顔写真
の入ったもの）をご持参のうえ、ウィルコムサ
ービスセンター、東芝PHSカスタマーデスク
までご連絡いただくこととなりますのでご注意
ください。（預かり修理・有償）

暗証番号は、暗証番号変更、リモートロック、
キーロック、着信拒否、シークレットモード、
発信先限定、W-SIM設定、一括消去／リセッ
ト、全件削除、文字入力の学習内容リセット、
定型文リセットの機能をご利用いただく際に必
要となります。

暗証番号

携帯電話・PHS端末のリサイクルについて

携帯電話・PHS事業者は、環境を保護し貴重
な資源を再利用するために、ご不要になった電
話機・電池・充電用機器を、ブランド・メーカ
ーを問わずモバイル・リサイクル・ネットワー
クのあるお店で回収し、リサイクルを行ってい
ます。

回収した電話機・電池パック・充電用機器はリ
サイクルするためご返却できません。
プライバシー保護のため、電話機に記憶されて
いるお客様の情報（アドレス帳、通信履歴、メ
ールなど）は事前に消去してください。
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カメラについて

カメラ機能をご使用の際は、一般的なモラルを
お守りのうえご使用ください。

電話機の故障・修理・その他の取り扱いによっ
て、撮影した画像データが変化または消失する
ことがあり、この場合、当社は変化または消失
したデータの修復や、データの変化または消失
によって生じた損害、逸失利益について一切の
責任を負いません。

大切な撮影（結婚式など）をするときは、試し
撮りをし、画像を再生して正しく撮影されてい
るかをご確認ください。

他人の容貌などをみだりに撮影・公表すること
は、その人の肖像権などの侵害となるおそれが
ありますのでご注意ください。

カメラを使用して撮影した画像は、個人として
楽しむ場合などを除き、著作権者（撮影者）な
どの許諾を得ることなく使用したり、転送する
ことはできません。なお、実演、興行および展
示物などには、個人として楽しむための撮影自
体が制限されている場合がありますのでご注意
ください。

著作権について

音楽・映像・コンピュータ・プログラム・デー
タベースなどは著作権法により、その著作物お
よび著作権者の権利が保護されています。こう
した著作物を複製することは、個人的にまたは
家庭内で使用する目的でのみ行うことができま
す。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこ
れを複製（データ形式の変換を含む）・改変・
複製物の譲渡・ネットワーク上での配信などを
行うと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」と
して損害賠償の請求や刑事処罰を受けることが
あります。本製品を使用して複製などをなされ
る場合には、著作権法を遵守のうえ、適切なご
使用を心がけていただきますよう、お願いいた
します。また、カメラ機能を使用して記録した
ものにつきましても、上記と同様の適切なご使
用を心がけていただきますよう、お願いいたし
ます。

著作権法で別段の定めがある場合を除き、著作
権の目的となっている画像を転送することはで
きません。

肖像権などについて

他人から無断で写真を撮られたり、撮られた
写真を無断で公表されたり、利用されたりす
ることがないように主張できる権利が肖像権
です。肖像権には、だれにでも認められてい
る人格権と、タレントなど経済的利益に着目
した財産権（パブリシティ権）があります。
したがって、勝手に他人やタレントの写真を
撮り公開したり、配布したりすることは違法
行為となりますので、適切なカメラ機能のご
使用を心がけてください。
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本書の読みかた

本書では、操作手順の記載を簡略化して表記し

ています。操作手順については、あらかじめ

「機能の呼び出しかた」（→P.43）でご確認くだ

さい。

特記事項
●本書ではお買い上げ時の状態を基準に説明し
ています。お客様が設定を変更されたことに
より、動作が本書の操作手順と異なる場合が
あります。

●誤った操作を行った場合や、他機能の設定に
より操作に制限がある場合などは、その都度
画面にメッセージが表示されます。メッセー
ジが表示されたときは、内容をよくお読みに
なり、該当する機能の説明を参照してくださ
い。

●本書中に記載されているディスプレイ画面は
一例です。実際の画面とは表示が異なる場合
もあります。




